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〔
解
題
〕

 

前
号
に
続
い
て
、
北
宋
・
陳
師
道
の
『
後
山
詩
話
』
の
訳
注
稿
で
あ
る
。

本
号
に
は
、
全
八
十
四
節
の
う
ち
、
第
二
十
一
節
か
ら
第
四
十
五
節
ま
で

を
掲
げ
る
。

〔
凡
例
〕

◇ 　

テ
キ
ス
ト
は
、
清
・
何
文
煥
輯
『
歴
代
詩
話
』（
中
華
書
局
、
一
九

八
一
年
四
月
第
一
版
）
を
底
本
と
し
た
。

◇ 　

底
本
で
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
〔
校

一
〕、〔
校
二
〕
…
と
付
し
て
そ
の
箇
所
を
示
し
、【
校
異
】
の
項
目
を

設
け
て
訳
出
し
た
。

◇ 　
【
訓
読
】の
項
目
の
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、漢
字
の
読
み（
ル
ビ
）

は
現
代
仮
名
遣
い
を
、
送
り
仮
名
は
旧
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

二
十
一

 

永
叔
謂
爲
文
有
三
多
、「
看
多
、
做
多
、
商
量
多
」
也
。

【
訓
読
】

 

永
叔　

謂お
も

へ
ら
く
、
文
を
為つ
く

る
に
三
つ
の
多
有
り
、
と
。「
看み

る

こ
と
多
く
、
做な

す
こ
と
多
く
、
商
量
す
る
こ
と
多
し
」
な
り
。

【
語
釈
】

＊
永
叔
‥
北
宋
・
欧
陽
脩
の
こ
と
。
永
叔
は
そ
の
字
。

【
通
釈
】

 

欧
陽
脩
が
評
し
て
言
う
に
は
、
文
章
を
作
る
秘
訣
に
、
三
つ
の

「
た
く
さ
ん
」
が
あ
る
、
と
。
す
な
わ
ち
、「
た
く
さ
ん
読
み
、
た

翻
訳

『
後
山
詩
話
』
訳
注
稿
（
二
）

北
宋
・
陳
師
道　

著　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
沙
弥
香
・
竹
澤
英
輝
・
許
山
秀
樹　
　
　

松
尾
肇
子
・
三
野
豊
浩
・
矢
田
博
士　

訳
注
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く
さ
ん
書
き
、
た
く
さ
ん
考
え
る
こ
と
」
で
あ
る
。

二
十
二

 

余
以
古
文
爲
三
等
。
周
爲
上
、
七
國
次
之
、
漢
爲
下
。
周
之

文
雅
。
七
國
之
文
壯
偉
、
其
失
騁
。
漢
之
文
華
贍
、
其
失
緩
。

東
漢
而
下
無
取
焉
。

【
訓
読
】

 

余　

古
文
を
以
て
三
等
と
為
す
。
周
を
上
と
為
し
、
七
国
は
之

に
次
ぎ
、
漢
を
下
と
為
す
。
周
の
文
は
雅
な
り
。
七
国
の
文
は
壮

偉
な
る
も
、
其
の
失
は
騁
な
り
。
漢
の
文
は
華
贍
な
る
も
、
其
の

失
は
緩
な
り
。
東
漢
而
下
は
取
る
も
の
無
し
。

【
語
釈
】

＊
七
國
‥
戦
国
時
代
の
斉
・
楚
・
秦
・
燕
・
韓
・
魏
・
趙
の
七
つ
の
国
を
言
う
。

＊
騁
‥
奔
放
な
さ
ま
。

＊
華
贍
‥
文
章
が
華
や
か
で
、
意
味
の
豊
か
な
こ
と
。

＊
緩
‥
弱
々
し
い
さ
ま
。

【
通
釈
】

 

私
は
、
い
に
し
え
の
文
は
三
つ
の
等
級
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。

周
代
の
文
は
上
で
あ
り
、
戦
国
時
代
の
文
は
そ
れ
に
次
ぎ
、
前
漢

の
文
は
下
で
あ
る
。
周
代
の
文
は
典
雅
で
あ
る
。
戦
国
時
代
の
文

は
雄
壮
で
あ
る
が
、
そ
の
欠
点
は
奔
放
な
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
の

文
は
華
麗
で
奥
ゆ
き
が
あ
る
が
、
そ
の
欠
点
は
柔
弱
な
こ
と
で
あ

る
。
後
漢
よ
り
後
の
時
代
の
文
に
は
、
取
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

二
十
三

 

陳
繹
批
答
曾
魯
公
表
云
、「
爰
露
乞
骸
之
請
」。
黄
裳
爲
曾
侍

讀
制
曰
、「
備
員
勸
講
」。「
乞
骸
」「
備
員
」、
乃
表
語
、
非
詔

語
也
。
曾
魯
公
謂
人
曰
、「
使
布
何
所
道
」。

【
訓
読
】

 

陳
繹　

曽
魯
公
の
表
を
批
答
し
て
云
ふ
、「
爰こ
こ

に
骸
を
乞
ふ
の
請

を
露あ
ら
わに
す
」
と
。
黄
裳　

曽
侍
読
の
制
を
為つ
く

り
て
曰
く
、「
員
に
備

へ
て
講
を
勧
む
」
と
。「
骸
を
乞
ふ
」、「
員
に
備
ふ
」
は
、
乃
ち
表

の
語
に
し
て
、
詔
の
語
に
非
ざ
る
な
り
。
曽
魯
公　

人
に
謂
ひ
て

曰
く
、「
布
を
し
て
何
れ
の
道い

ふ
所
な
ら
し
む
る
や
」
と
。

【
語
釈
】

＊
陳
繹
‥
北
宋
の
人
。
神
宗
の
煕
寧
年
間
に
皇
帝
の
秘
書
官
の
一
つ
、舎
人
院
と
な
っ

た
。

＊
批
答
‥
臣
下
の
上
奏
文
に
対
し
、
皇
帝
が
意
見
を
書
い
て
答
え
る
こ
と
。
ま
た
そ

の
文
書
。
多
く
は
皇
帝
の
秘
書
官
が
代
行
し
た
。

＊
曾
魯
公
‥
北
宋
・
曽
布
の
こ
と
。
妻
の
魏
氏
が
魯
国
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
曽
鞏

― 165 ―



『後山詩話』訳注稿（二）

（ 21）

の
弟
。
紹
聖
元
年
に
翰
林
学
士
か
ら
承
旨
に
遷
り
侍
読
を
兼
ね
た
。
ち
な
み
に
、

北
宋
で
他
に
曽
魯
公
と
称
さ
れ
た
人
に
、
魯
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
曽
公
亮
が
い

る
。
た
だ
し
、
曽
公
亮
は
元
豊
元
年
に
八
十
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
後
出
の
北
宋
・
黄
裳
が
元
豊
五
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で

は
時
期
的
に
合
わ
な
い
。

＊
乞
骸
‥
官
の
辞
職
を
申
し
出
る
こ
と
。
そ
の
身
は
す
で
に
君
主
に
捧
げ
た
の
で
、

そ
の
遺
骸
を
賜
っ
て
郷
里
に
帰
っ
て
葬
り
た
い
と
の
意
か
ら
、
そ
う
言
う
。

＊
黄
裳
‥
北
宋
の
人
。
神
宗
の
元
豊
五
年
の
進
士
。
曽
布
と
交
流
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

「
曽
魯
公
挽
辞
」
と
い
う
詩
が
『
全
宋
詩
』
巻
九
四
七
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
侍
讀
‥
天
子
や
皇
太
子
に
講
義
す
る
官
。

＊
制
‥
天
子
が
出
す
命
令
。
多
く
は
臣
下
が
代
筆
し
た
。

＊
備
員
‥
定
員
に
加
え
る
こ
と
。

＊
表
語
‥「
表
」
は
、
臣
下
が
皇
帝
に
た
て
ま
つ
る
上
奏
文
の
一
種
。「
表
語
」
は
、

そ
れ
に
用
い
ら
れ
る
用
語
。

＊
詔
語
‥「
詔
」
は
、
皇
帝
が
臣
下
に
下
す
命
令
。「
詔
語
」
は
、
そ
れ
に
用
い
ら
れ

る
用
語
。

＊
使
布
何
所
道
‥「
布
」
は
、
曽
布
の
こ
と
。
こ
の
私
を
ど
ち
ら
の
言
っ
て
い
る
こ
と

に
従
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
の
意
。
陳
繹
が
代
筆
し
た
批
答
に
言
う
よ

う
に
、
辞
職
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
黄
裳
が
代
筆
し
た
制
に
言
う

よ
う
に
、
侍
読
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
ど
ち
ら
の
言
葉
に
私
は
従

う
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
。

【
通
釈
】

 

陳
繹
は
皇
帝
に
代
わ
っ
て
、
曽
布
が
た
て
ま
つ
っ
た
表
に
つ
い

て
内
容
を
吟
味
し
て
答
え
て
言
っ
た
。「
こ
こ
に
辞
職
を
願
い
出
る

旨
が
は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
」
と
。
黄
裳
は
皇
帝
に
代
わ
っ
て
、

曽
布
を
侍
読
に
任
命
す
る
旨
の
命
令
書
を
書
い
て
、
次
の
よ
う
に

言
っ
た
。「
侍
読
の
官
の
定
員
に
加
え
て
講
義
を
や
っ
て
も
ら
う
」

と
。「
乞
骸
（
辞
職
を
願
い
出
る
）」
や
、「
備
員
（
定
員
に
加
え
る
）」

は
、
実
は
上
表
文
の
用
語
で
あ
っ
て
、
詔
勅
の
用
語
で
は
な
い
。

曽
布
が
人
に
語
っ
て
言
う
に
は
、「
い
っ
た
い
こ
の
私
を
ど
ち
ら
の

言
っ
て
い
る
こ
と
に
従
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。

二
十
四

 

詩
欲
其
好
、
則
不
能
好
矣
。
王
介
甫
以
工
、
蘇
子
瞻
以
新
、

黄
魯
直
以
奇
。
而
子
美
之
詩
、奇
常
、工
易
、新
陳
、莫
不
好
也
。

【
訓
読
】

 

詩
は
其
の
好よ

か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
、
則
ち
好よ

き
こ
と
能
は

ず
。
王
介
甫
は
工こ
う

を
以
て
し
、
蘇
子
瞻
は
新
を
以
て
し
、
黄
魯
直

は
奇
を
以
て
す
。
而
る
に
子
美
の
詩
は
、
常
を
奇
と
し
、
易
を
工こ
う

と
し
、
陳
を
新
と
し
て
、
好よ

か
ら
ざ
る
は
莫
き
な
り
。

【
語
釈
】

＊
王
介
甫
‥
北
宋
・
王
安
石
の
こ
と
。
介
甫
は
そ
の
字
。

＊
工
‥
こ
こ
で
は
、
工
夫
、
技
巧
の
意
。「
上
手
だ
」
の
意
と
区
別
す
る
た
め
、
訓
読

で
は
「
工こ
う
」
と
読
ん
で
お
く
。

＊
蘇
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。

＊
黄
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。
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＊
子
美
‥
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。

【
通
釈
】

 
詩
は
よ
い
も
の
に
し
よ
う
と
思
っ
て
作
っ
た
な
ら
ば
、
結
局
は

よ
い
も
の
に
で
き
な
い
。
王
安
石
は
技
巧
で
詩
を
作
り
、
蘇
軾
は

斬
新
さ
で
詩
を
作
り
、
黄
庭
堅
は
奇
抜
さ
で
詩
を
作
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
杜
甫
の
詩
は
、
普
通
の
も
の
を
奇
抜
な
も
の
に
し
、
平

易
な
も
の
を
技
巧
的
な
も
の
に
し
、
陳
腐
な
も
の
を
斬
新
な
も
の

に
す
る
な
ど
、
よ
く
な
い
も
の
は
な
い
。

二
十
五

 

煕
寧
初
、
有
人
自
常
調
上
書
、
迎
合
宰
相
意
、
遂
丞
御
史
。

蘇
長
公
戲
之
曰
、「
有
甚
意
頭
求
富
貴
、
没
些
巴
鼻
使
姦
邪
」。

「
有
甚
意
頭
」「
没
些
巴
鼻
」、
皆
俗
語
也
。

【
訓
読
】

 

煕
寧
の
初
め
、
人
の
自
ら
常
に
上
書
を
調
べ
、
宰
相
の
意
に
迎

合
し
、
遂
に
御
史
を
丞た
す

く
る
有
り
。
蘇
長
公　

之
に
戯
れ
て
曰
く
、

「
甚な
ん

の
意
頭
有
り
て
か
富
貴
を
求
む
る
、
些い
さ
さか
な
る
巴
鼻
も
没な

く
し

て
姦
邪
を
使
ほ
し
い
ま
まに
す
」
と
。「
甚な
ん

の
意
頭
有
り
」、「
些い
さ
さか
な
る
巴
鼻

も
没な

し
」
は
、
皆
な
俗
語
な
り
。

【
語
釈
】

＊
煕
寧
‥
北
宋
・
神
宗
の
年
号
。
こ
の
時
期
、
王
安
石
が
宰
相
と
な
り
、
新
法
が
行

わ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
蘇
軾
は
新
法
に
は
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

＊
御
史
‥
役
人
の
不
正
な
ど
を
取
り
締
ま
る
官
。

＊
蘇
長
公
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
南
宋
・
胡
仔
の
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
三

十「
東
坡
」に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

―

當
時
以
東
坡
爲
長
公
、子
由
爲
少
公
。

〔
当
時　
東
坡
を
以
て
長
公
と
為
し
、子
由
を
少
公
と
為
す
〕。―

―

「
子
由
」は
、

蘇
軾
の
弟
、
蘇
轍
の
こ
と
。
子
由
は
そ
の
字
。

＊
有
甚
意
頭
‥
何
の
も
く
ろ
み
が
あ
っ
て
、
の
意
。「
甚
」
は
、
疑
問
詞
「
何
」
と
同

意
で
、
口
語
的
な
言
い
方
。「
意
頭
」
は
、
考
え
、
も
く
ろ
み
、
の
意
。

＊
没
些
巴
鼻
‥
わ
ず
か
の
根
拠
も
な
い
、
の
意
。「
没
」
は
「
無
」
と
同
意
で
、
口
語

的
な
言
い
方
。「
巴
鼻
」
は
、
根
拠
、
理
由
、
の
意
。

＊
使
姦
邪
‥
よ
こ
し
ま
な
行
い
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
。「
使
」
は
、
勢
い
に
も

の
を
い
わ
せ
る
、
の
意
。

【
通
釈
】

 

煕
寧
年
間
の
初
め
、
自
分
自
身
で
常
に
上
奏
文
を
調
べ
、
宰
相

の
意
向
に
お
も
ね
っ
て
ご
機
嫌
を
取
り
、
か
く
し
て
御
史
の
補
佐

役
を
務
め
て
い
た
人
が
い
た
。
蘇
軾
は
そ
れ
を
か
ら
か
っ
て
次
の

よ
う
に
言
っ
た
。「
ど
ん
な
も
く
ろ
み
が
あ
っ
て
富
や
名
声
を
求
め

る
の
か
。
わ
ず
か
の
根
拠
も
な
く
邪
悪
な
行
い
を
ほ
し
い
ま
ま
に

し
て
い
る
」と
。「
有
甚
意
頭（
ど
ん
な
も
く
ろ
み
が
あ
っ
て
）」や
、

「
没
些
巴
鼻
（
わ
ず
か
の
根
拠
も
な
く
）」
は
、
ど
ち
ら
も
俗
語
で

あ
る
。
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二
十
六

 
某
公
用
事
、
排
斥
端
士
、
矯
飾
偽
行
。
范
蜀
公
詠
僧
房
假
山
、

「
倏
忽
平
爲
險
、
分
明
假
奪
真
」。
蓋
刺
之
也
。

【
訓
読
】

 

某
公　

事
を
用
ひ
て
、
端
士
を
排
斥
し
、
偽
行
を
矯
飾
す
。
范

蜀
公　

僧
房
の
仮
山
を
詠
ず
る
に
、「
倏
忽
に　

平　

険
と
為
り
、

分
明
に　

仮　

真
を
奪
ふ
」
と
。
蓋
し
之
を
刺そ
し

る
な
ら
ん
。

【
語
釈
】

＊
用
事
‥
権
力
を
ふ
る
う
こ
と
。

＊
端
士
‥
品
行
方
正
の
士
。

＊
矯
飾
‥
う
わ
べ
を
飾
る
こ
と
。

＊
范
蜀
公
‥
北
宋
・
范
鎮
の
こ
と
。
晩
年
に
蜀
郡
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
そ
う
呼

ば
れ
る
。

＊
假
山
‥
庭
な
ど
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
鑑
賞
用
の
小
山
。
築
山
。

＊「
倏
忽
」
の
二
句
‥『
全
宋
詩
』
巻
三
四
六
に
は
、
本
節
を
出
典
と
し
て
、
こ
の
二

句
の
み
を
収
録
す
る
。「
倏
忽
」
は
、
た
ち
ま
ち
、
の
意
。「
分
明
」
は
、
あ
き

ら
か
な
こ
と
。「
假
」
は
、
偽
物
、
の
意
。
こ
こ
で
は
、「
假
山
」
の
「
假
」
の

字
を
踏
ま
え
て
言
う
。

【
通
釈
】

 

あ
る
お
偉
方
が
権
力
を
ふ
る
っ
て
清
廉
の
人
士
を
排
除
し
、
不

誠
実
な
振
る
舞
い
を
う
わ
べ
を
飾
っ
て
ご
ま
か
し
て
い
た
。
范
鎮

は
僧
房
の
築
山
を
詠
じ
た
詩
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
な
土
地
が
険
し
い
山
と
な
っ
た
。
明
ら
か

に
偽
物
が
本
物
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
。
思
う
に
、

こ
の
事
を
風
刺
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
十
七

 

魯
直
謂
荆
公
之
詩
、暮
年
方
妙
。
然
格
高
而
體
下
。
如
云「
似

聞
青
秧
底
、
復
作
龜
兆
坼
」、
乃
前
人
所
未
道
。
又
云
「
扶
輿

度
陽
燄
、
窈
窕
一
川
花
」、
雖
前
人
亦
未
易
道
也
。
然
學
二
謝
、

失
于
巧
爾
。

【
訓
読
】

 

魯
直　

謂
へ
ら
く　

荊
公
の
詩
、
暮
年　

方
に
妙
な
り
。
然
れ

ど
も
格
は
高
き
も
体
は
下
な
り
。「
聞
く
に
似
た
り　

青
秧
の
底
ほ
と
り

に
、
復
た
亀
兆
の
坼た
く

を
作
す
を
」
と
云
ふ
が
如
き
は
、
乃
ち
前
人

の
未
だ
道
は
ざ
る
所
な
り
。
又
た
「
扶ふ

輿よ　

陽よ
う

焔え
ん

に
度わ
た

れ
ば
、
窈

窕
た
り　

一
川
の
花
」
と
云
ふ
は
、
前
人
と
雖
も
亦
た
未
だ
道
ふ

に
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
二
謝
に
学
び
、
巧
に
失
す
る
の

み
、
と
。
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【
語
釈
】

＊
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
荆
公
‥
北
宋
・
王
安
石
の
こ
と
。
晩
年
に
荊
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

＊
格
高
而
體
下
‥「
格
」
は
、
詩
文
の
格
調
、
詩
文
に
表
れ
る
勢
い
。「
體
」
は
、
詩

文
と
い
う
形
と
な
っ
て
表
れ
た
作
者
の
個
性
・
風
格
を
言
う
。
ス
タ
イ
ル
、
文

体
の
意
。
戸
田
浩
暁
著
『
文
心
雕
龍
』（
明
治
書
院
、
新
釈
漢
文
大
系
、
一
九
七

八
年
、
下
冊
四
一
六
頁
）
に
は
、「
体
と
は
作
家
の
性
格
が
そ
の
作
品
を
読
む
者

に
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
文
章
の
肌
合
い
、
即
ち
文
体
の
こ
と
で
あ

る
。」
と
あ
り
、
荒
井
健
・
興
膳
宏
著
『
文
学
論
集
』（
朝
日
新
聞
社
、
中
国
文

明
選
、
一
九
七
七
年
、
六
頁
）
に
は
、「「
体
」
は
、
お
お
む
ね
個
人
も
し
く
は

時
代
様
式
に
当
る
が
、
詩
の
形
式
・
形
態
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
る
」

と
あ
る
。

 

ち
な
み
に
、
後
の
時
代
に
な
る
が
、
南
宋
・
厳
羽
の
『
滄
浪
詩
話
』
に
、
以

下
の
よ
う
に
言
う
。―

―

詩
之
法
有
五
。
曰
體
製
、
曰
格
力
、
…
…
。〔
詩
の
法

に
五
有
り
。
体
製
と
曰
ひ
、格
力
と
曰
ひ
、…
…
〕。―

―

市
野
沢
寅
雄
氏
は
、「
體

製
」
に
つ
い
て
、「
体
制
・
体
裁
・
体
格
・
体
、
み
な
類
語
で
か
ら
だ
の
で
き

に
譬
喩
を
取
っ
た
言
い
方
。
詩
の
か
ら
だ
つ
き
、
ほ
ね
ぐ
み
。
作
家
の
性
情
、

性
格
の
特
徴
、
素
養
そ
れ
に
は
時
代
の
文
学
上
の
趨
勢
、
需
要
が
自
然
に
詩
人

の
作
風
に
特
色
を
持
た
せ
る
。」と
注
し
、「
各
人
各
人
の
詩
の
製
作
風
」と
訳
す
。

ま
た
「
格
力
」
に
つ
い
て
は
、「
前
述
の
体
製
を
表
面
に
持
ち
出
す
力
。
内
面

の
詩
情
に
も
語
の
出
し
方
、
使
う
字
の
強
さ
弱
さ
に
も
見
ら
れ
る
。」
と
注
し
、

「
発
想
や
用
語
の
重
力
」
と
訳
す
（『
滄
浪
詩
話
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、

三
十
四
〜
三
十
五
頁
）。

＊「
似
聞
」
の
二
句
‥
王
安
石
の
五
言
古
詩
「
寄
楊
徳
逢
」
詩
の
一
節
。『
全
宋
詩
』

巻
五
三
八
で
は
、「
似
聞
」
を
「
遥
聞
」
に
作
る
。

＊
亀
兆
坼
‥
亀
の
甲
羅
に
焼
き
ご
て
を
あ
て
、
そ
の
ひ
び
割
れ
に
よ
っ
て
占
う
こ
と
。

「
坼
」
は
、
ひ
び
、
裂
け
目
。
引
用
の
二
句
の
次
の
句
に
、「
占
歳
以
知
子
〔
歳

を
占
ひ
て
以
て
子み

あ
る
を
知
る
〕」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
豊
作
の
占
い

を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

＊「
扶
輿
」
の
二
句
‥
王
安
石
の
五
言
古
詩
「
法
雲
」
詩
の
一
節
。

＊
扶
輿
‥
つ
む
じ
風
。

＊
陽
燄
‥
水
際
に
た
つ
陽か
げ
ろ
う炎
。

＊
窈
窕
‥
な
ま
め
か
し
い
さ
ま
。

＊
一
川
花
‥
川か
わ

面も

一
面
に
浮
か
ぶ
花
。

＊
二
謝
‥
南
朝
宋
・
謝
霊
運
と
謝
恵
連
を
指
す
。
南
朝
宋
の
頃
の
詩
風
が
新
奇
を
競

う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
南
朝
梁
・
劉
勰
の
『
文
心
雕
龍
』「
明
詩
」

篇
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。―

―

宋
初
文
詠
、
體
有
因
革
。
莊
老
告
退
、
而
山

水
方
滋
。
儷
采
百
字
之
偶
、
爭
價
一
句
之
奇
。
情
必
極
貌
以
寫
物
、
辭
必
窮
力

而
追
新
。
此
近
世
之
所
競
也
。〔
宋
初
の
文
詠
、
体
に
因
革
有
り
。
荘
老　
退
を

告
げ
、
山
水　
方
に
滋
し
。
采
を
百
字
の
偶
に
儷な
ら
べ
、
価
を
一
句
の
奇
に
争
ふ
。

情
は
必
ず
貌
を
極
め
て
以
て
物
を
写
し
、
辞
は
必
ず
力
を
窮
め
て
新
を
追
ふ
。

此
れ
近
世
の
競
ふ
所
な
り
〕。―

―

【
通
釈
】

 

黄
庭
堅
が
評
し
て
言
う
に
は
、
王
安
石
の
詩
は
、
晩
年
に
な
っ

て
ま
さ
に
絶
妙
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
格
調
は
高

い
も
の
の
独
自
の
作
風
と
い
う
点
で
は
劣
る
。「
青
々
と
し
た
苗
の

あ
た
り
か
ら
、
農
民
た
ち
が
ま
た
亀
の
甲
に
ひ
び
を
入
れ
て
豊
作

の
占
い
を
し
て
い
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
」
と
い
う
よ
う

な
句
は
、
実
に
先
人
が
今
ま
で
口
に
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、「
つ
む
じ
風
が
か
げ
ろ
う
の
立
つ
水
際
に
吹
き
渡
れ
ば
、

散
り
落
ち
た
花
び
ら
が
川か
わ

面も

一
面
に
美
し
く
浮
か
ぶ
」
と
い
う
句
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な
ど
は
、
先
人
で
あ
っ
て
も
、
言
い
表
す
の
は
容
易
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
詩
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
謝
霊
運

や
謝
恵
連
に
学
ん
で
お
り
、
技
巧
に
走
る
き
ら
い
が
あ
る
、
と
。

二
十
八

 

蘇
詩
始
學
劉
禹
錫
。
故
多
怨
刺
。
學
不
可
不
慎
也
。
晩
學
太

白
。
至
其
得
意
、
則
似
之
矣
。
然
失
于
粗
、
以
其
得
之
易
也
。

【
訓
読
】

 

蘇
の
詩　

始
め
劉
禹
錫
に
学
ぶ
。
故
に
怨
刺
多
し
。
学
ぶ
に
は
、

慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
晩
に
太
白
に
学
ぶ
。
其
の
意
を
得

る
に
至
れ
ば
、
則
ち
之
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
粗
に
失
す
る
は
、

其
の
之
を
得
る
こ
と
の
易
き
を
以
て
な
り
。

【
語
釈
】

＊
劉
禹
錫
‥
唐
の
詩
人
。
柳
宗
元
ら
と
と
も
に
王
叔
文
の
政
治
改
革
に
加
わ
る
も
、

叔
文
の
失
脚
に
と
も
な
い
地
方
に
左
遷
さ
れ
た
。

＊
怨
刺
‥
自
ら
の
不
遇
を
怨
み
、
政
治
を
諷
刺
す
る
こ
と
。

＊
太
白
‥
唐
・
李
白
の
こ
と
。
太
白
は
そ
の
字
。

【
通
釈
】

 

蘇
軾
の
詩
は
、
初
め
劉
禹
錫
に
学
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
遇
の

怨
み
や
政
治
を
風
刺
し
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
学
ぶ
に
あ

た
っ
て
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
晩
年
に
李
白
に

学
ん
だ
。
そ
の
真
意
を
会
得
し
た
場
合
に
は
、
李
白
に
似
た
も
の

が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
粗
雑
さ
を
免
れ
な
か
っ
た
の
は
、
安

易
に
そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
十
九

 

王
荆
公
暮
年
喜
爲
集
句
。
唐
人
號
爲
四
體
。
黄
魯
直
謂
正
堪

一
笑
爾
。

 

司
馬
温
公
爲
定
武
從
事
。
同
幕
私
幸
營
妓
、
而
公
諱
之
。
嘗

會
僧
廬
。
公
往
迫
之
、
使
妓
踰
牆
而
去
、
度
不
可
隱
、
乃
具
道
。

公
戲
之
曰
、「
年
去
年
來
來
去
忙
、
暫
偸
閒
臥
老
僧
牀
、
驚
回

一
覺
遊
仙
夢
、
又
逐
流
鶯
過
短
牆
」。

 

又
杭
之
舉
子
中
老
榜
第
、
其
子
以
緋
裹
之
。
客
賀
之
曰
、「
應

是
窮
通
自
有
時
、
人
生
七
十
古
來
稀
、
如
今
始
覺
爲
儒
貴
、
不

著
荷
衣
便
著
緋
」。

 

壽
之
醫
者
、
老
娶
少
婦
。
或
嘲
之
曰
、「
偎
他
門
戸
傍
他
牆
、

年
去
年
來
來
去
忙
、
采
得
百
花
成
蜜
後
、
爲
他
人
作
嫁
衣
裳
」。

眞
可
笑
也
。
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【
訓
読
】

 
王
荊
公　

暮
年
に
喜こ
の

み
て
集
句
を
為
る
。
唐
人　

号
し
て
四
体

と
為
す
。
黄
魯
直　

謂
へ
ら
く
、
正
に
一
笑
に
堪
ふ
る
の
み
、
と
。

 
司
馬
温
公　

定
武
の
従
事
と
為
る
。
同
幕　

私ひ
そ

か
に
営
妓
を
幸こ
の

み
、
而
し
て
公　

之
を
諱
む
。
嘗
て
僧
廬
に
会
す
。
公　

往
き
て

之
に
迫
る
に
、
妓
を
し
て
牆
を
踰
え
て
去
ら
し
め
ん
と
す
る
も
、

隠
す
べ
か
ら
ざ
る
を
度は
か

り
、
乃
ち
具
さ
に
道い

ふ
。
公　

之
に
戯
れ

て
曰
く
、「
年
去
り
年
来
た
り
て　

来
去
に
忙
し
、
暫
く
間
を
偸ぬ
す

み

て
臥
す　

老
僧
の
牀
、
驚
き
回
り
て
一
た
び
覚
む　

遊
仙
の
夢
、

又
た
流
鶯
を
逐
ひ
て
短
牆
を
過
ぐ
」
と
。

 

又
た
杭
の
挙
子　

老
榜
の
第
に
中あ
た

る
。
其
の
子　

緋
を
以
て
之

を
裹つ
つ

む
。
客　

之
を
賀
し
て
曰
く
、「
応
に
是
れ　

窮
通　

自お
の
ずか
ら

時
有
る
べ
し
、
人
生
七
十　

古
来　

稀
な
り
、
如
今　

始
め
て
儒

た
る
こ
と
の
貴
き
を
覚
ゆ
、
荷
衣
を
著つ

け
ず
し
て　

便
ち
緋
を
著つ

く
」
と
。

 

寿
の
医
者
、
老
い
て
少
婦
を
娶
る
。
或
ひ
と
之
を
嘲
り
て
曰
く
、

「
他
の
門
戸
に
偎よ

り　

他
の
牆
に
傍そ

ふ
、
年
去
り
年
来
た
り
て　

来

去
に
忙
し
。
百
花
を
采
り
得
て　

蜜
を
成
す
の
後
、
他
人
の
為
に

嫁
の
衣
裳
を
作
る
」
と
。
真
に
笑
ふ
べ
き
な
り
。

【
語
釈
】

＊
王
荆
公
‥
北
宋
・
王
安
石
の
こ
と
。
晩
年
に
荊
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

＊
集
句
‥
先
人
の
詩
句
を
集
め
て
詩
や
詞
を
作
る
こ
と
。

＊
四
体
‥
集
句
詩
の
別
称
。

＊
黄
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
司
馬
温
公
‥
北
宋
・
司
馬
光
の
こ
と
。
死
後
、
温
国
公
を
贈
ら
れ
た
。

＊
定
武
從
事
‥「
定
武
」
は
、
定
武
軍
。
軍
は
宋
代
の
行
政
区
域
の
称
の
一
つ
。
河
北

省
定
県
の
あ
た
り
。「
從
事
」
は
、官
名
。
州
郡
の
長
官
が
招
致
す
る
僚
属
の
官
。

＊
同
幕
‥
同
僚
の
こ
と
。

＊
営
妓
‥
兵
営
に
配
属
さ
れ
て
い
る
官
妓
。

＊
私
幸
‥
ひ
そ
か
に
寵
愛
す
る
こ
と
。

＊「
年
去
」
の
四
句
‥
司
馬
光
の
「
集
句
詩
」
と
題
さ
れ
た
七
言
絶
句
。

＊「
年
去
」
の
句
‥
唐
・
鄭
谷
の
七
言
律
詩
「
燕
」
詩
の
冒
頭
の
句
か
ら
得
て
い
る
。

＊「
暫
偸
」
の
句
‥
唐
・
鄭
谷
の
七
言
絶
句
「
定
水
寺
行
春
」
詩
の
結
句
か
ら
得
て
い

る
。

＊「
驚
回
」
の
句
‥
北
宋
・
魏
野
の
七
言
絶
句
「
謝
知
府
寇
相
公
降
訪
」
詩
の
転
句
か

ら
得
て
い
る
。「
驚
回
」
は
、は
っ
と
我
に
返
る
こ
と
。
眠
り
か
ら
覚
め
る
こ
と
。

「
遊
仙
夢
」
は
、
仙
界
に
遊
ぶ
夢
。
こ
こ
で
は
、
特
に
仙
女
と
と
も
に
歓
楽
の
時

を
過
ご
す
夢
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
唐
・
張
鷟
に
、
神
仙
の
窟
に
迷

い
込
ん
だ
男
が
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
二
人
の
仙
女
と
歓
楽
の
時
を
過
ご
し
、
つ

い
に
は
そ
の
う
ち
の
一
人
と
結
ば
れ
る
と
い
っ
た
筋
の
『
遊
仙
窟
』
と
い
う
名

の
伝
奇
小
説
が
あ
る
。

＊「
又
逐
」の
句
‥
唐
・
鄭
谷
の
七
言
律
詩「
燕
」詩
の
末
尾
の
句
か
ら
得
て
い
る
。「
流

鶯
」
は
、
枝
か
ら
枝
へ
飛
び
移
っ
て
鳴
く
鶯
。
こ
こ
で
は
、
妓
女
を
比
喩
す
る
。

＊
舉
子
‥
科
挙
の
受
験
者
。

＊
杭
‥
地
名
。
杭
州
（
浙
江
省
杭
州
市
）
の
こ
と
。

＊
中
老
榜
第
‥
七
十
歳
を
越
え
て
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と
。
元
・
辛
文
房
の
『
唐
才

子
傳
』
巻
十
「
曹
松
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。―

―

與
王
希
羽
・
劉
象
・

柯
崇
・
鄭
希
顔
同
登
第
。
年
皆
七
十
餘
。
號
爲
「
五
老
榜
」。〔
王
希
羽
・
劉
象
・
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柯
崇
・
鄭
希
顔
と
同
に
登
第
す
。
年　
皆
な
七
十
余
り
な
り
。
号
し
て「
五
老
榜
」

と
為
す
〕。―

―

ち
な
み
に
、
七
十
歳
は
、
一
般
に
は
官
職
を
や
め
て
引
退
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
致
仕
」
の
年
齢
と
さ
れ
て
い
た
。

＊
緋
‥
赤
い
ね
り
ぎ
ぬ
。
こ
こ
で
は
、
五
品
の
官
吏
が
着
る
服
を
指
し
て
言
う
。

＊「
應
是
」
の
句
‥
冒
頭
の
二
字
が
異
な
る
が
、
お
そ
ら
く
北
宋
・
徐
績
の
七
言
律
詩

「
和
呂
秘
校
十
首
」其
十
の
冒
頭
の
句
、「
吾
道
窮
通
自
有
時
」か
ら
得
て
い
よ
う
。

＊「
人
生
」
の
句
‥
唐
・
杜
甫
の
七
言
律
詩
「
曲
江
二
首
」
其
二
の
第
四
句
か
ら
得
て

い
る
。

＊「
如
今
」
の
二
句
‥
後
半
の
二
句
は
、
集
句
で
は
な
く
、
自
作
の
句
で
あ
ろ
う
。「
荷

衣
」
は
、
は
す
の
葉
で
編
ん
だ
衣
服
。
隠
者
の
服
を
象
徴
す
る
。

＊
壽
‥
地
名
。
寿
州
（
安
徽
省
寿
県
）
の
こ
と
。

＊「
偎
他
」
の
句
‥
唐
・
李
山
甫
の
七
言
絶
句
「
柳
十
首
」
其
五
の
承
句
に
、「
傍0

他

門
戸
倚0

他
樓0

」
と
い
う
類
似
の
句
が
あ
り
、
北
宋
・
王
安
石
の
七
言
絶
句
「
急

足
集
句
」
の
承
句
に
、「
倚0

他
門
戸
傍
他
牆
」
と
、
ほ
ぼ
同
じ
句
が
あ
る
。「
偎
」

「
傍
」
は
、
頼
る
、
の
意
。「
偎
他
門
戸
」「
傍
他
牆
」
は
、
い
ず
れ
も
他
人
を
頼

る
こ
と
を
比
喩
す
る
。
こ
こ
で
は
、
寿
州
の
医
者
が
他
家
に
赴
い
て
診
察
す
る

こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
を
言
う
。

＊「
年
去
」
の
句
‥
唐
・
鄭
谷
の
七
言
律
詩
「
燕
」
詩
の
冒
頭
の
句
か
ら
得
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
北
宋
・
石
延
年
の
七
言
絶
句
「
偶
成
」
詩
の
起
句
、
北
宋
・
王
安

石
の
七
言
絶
句
「
急
足
集
句
」
の
起
句
に
も
見
え
る
。

＊「
采
得
」
の
句
‥
唐
・
羅
隠
の
七
言
絶
句
「
蜂
」
詩
の
転
句
か
ら
得
て
い
る
。「
采

得
百
花
」
は
、
蜂
が
多
く
の
花
か
ら
蜜
を
集
め
る
よ
う
に
、
あ
く
せ
く
働
く
さ

ま
を
比
喩
す
る
。「
成
蜜
」
は
、
働
い
た
結
果
、
お
金
が
た
ま
る
こ
と
を
比
喩
す

る
。

＊「
爲
他
」
の
句
‥
唐
・
秦
韜
玉
の
七
言
律
詩
「
貧
女
」
の
末
尾
の
句
か
ら
得
て
い
る
。

ま
た
、
北
宋
・
石
延
年
の
七
言
絶
句
「
偶
成
」
詩
の
承
句
に
も
見
え
る
。「
爲
他

人
作
嫁
衣
裳
」
は
、
他
人
の
た
め
に
骨
を
折
り
、
自
分
の
利
益
に
は
な
ら
な
い

こ
と
を
比
喩
す
る
。「
爲
人
作
嫁
」
と
四
字
の
成
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
寿
州
の
医
者
が
、
自
分
の
結
婚
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
あ
く
せ
く
稼

い
で
貯
め
た
金
で
、
い
つ
も
他
人
の
た
め
に
花
嫁
衣
装
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た

こ
と
を
か
ら
か
っ
て
言
う
。
あ
る
い
は
、
前
の
句
の
「
成
蜜
」
を
、
自
ら
の
結

婚
が
成
立
し
た
こ
と
の
比
喩
と
捉
え
、「
こ
れ
か
ら
は
他
人
の
た
め
に
花
嫁
衣
装

を
作
っ
て
や
れ
る
ね
」
と
い
う
方
向
で
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
、
こ
の
句
が
一
般
に
含
み
持
つ
「
他
人
の
た
め
に
骨
を
折
り
、
自
分

の
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

【
通
釈
】

 

王
安
石
は
、
晩
年
に
な
っ
て
好
ん
で
集
句
を
作
っ
た
。
唐
代
の

人
々
は
、
そ
れ
を
四
体
と
呼
ん
で
い
た
。
黄
庭
堅
が
評
し
て
言
う

に
は
、
一
笑
す
べ
き
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
。

 

司
馬
光
は
、
定
武
軍
の
従
事
と
な
っ
た
。
あ
る
同
僚
が
ひ
そ
か

に
妓
女
を
寵
愛
し
、
司
馬
光
は
こ
の
こ
と
を
忌
み
嫌
っ
て
い
た
。

あ
る
時
、
同
僚
は
僧
侶
の
庵
で
ひ
そ
か
に
妓
女
と
会
っ
て
い
た
。

司
馬
光
は
そ
こ
へ
行
っ
て
詰
め
寄
ろ
う
と
し
た
の
で
、
同
僚
は
妓

女
を
垣
根
越
し
に
逃
が
そ
う
と
し
た
が
、
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
観
念
し
、
や
む
な
く
一
々
言
い
訳
を
し
た
。
司
馬
光
は
同
僚
を

か
ら
か
っ
て
詠
っ
た
。「
一
年
が
過
ぎ
去
り
ま
た
新
し
い
年
が
や
っ

て
来
て
、
行
っ
た
り
来
た
り
と
忙
し
い
。
し
ば
し
の
間
、
ひ
ま
を

ぬ
す
ん
で
老
僧
の
寝
床
に
身
を
横
た
え
る
。
は
っ
と
我
に
返
り
仙

界
に
遊
ぶ
夢
か
ら
目
覚
め
る
と
、
ま
た
今
度
は
慌
た
だ
し
く
鶯
を
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追
い
か
け
、
低
い
垣
根
を
飛
び
越
え
る
」
と
。

 
ま
た
杭
州
の
科
挙
の
受
験
者
で
、
七
十
歳
を
越
え
て
か
ら
及
第

し
た
者
が
い
た
。
そ
の
子
供
が
、
彼
の
身
を
官
吏
が
着
る
緋
色
の

衣
服
で
包
ん
だ
。
客
が
そ
れ
を
祝
っ
て
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。

「
き
っ
と
困
窮
と
栄
達
に
は
そ
れ
ぞ
れ
時
運
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
人
の
一
生
で
七
十
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
古
来
ま

れ
で
あ
る
。
今
や
っ
と
儒
者
で
あ
る
こ
と
の
高
貴
さ
が
分
か
っ
た
。

は
す
の
衣
を
脱
い
で
、
す
ぐ
さ
ま
緋
色
の
官
服
に
着
替
え
て
み
る
」

と
。

 

寿
州
の
医
者
で
、
年
老
い
て
か
ら
若
い
妻
を
も
ら
っ
た
者
が
い

た
。
あ
る
人
が
そ
れ
を
か
ら
か
っ
て
言
っ
た
。「
あ
な
た
は
人
々
の

家
に
足
繁
く
診
察
に
訪
れ
て
は
生
計
を
立
て
て
い
た
。
一
年
が
過

ぎ
去
り
ま
た
新
し
い
年
が
や
っ
て
来
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も

行
っ
た
り
来
た
り
と
忙
し
く
働
い
た
。
あ
た
か
も
蜜
蜂
が
た
く
さ

ん
の
花
か
ら
蜜
を
集
め
て
来
る
か
の
よ
う
に
、
あ
く
せ
く
稼
い
で

お
金
を
た
め
て
は
、
い
つ
も
他
人
の
た
め
に
花
嫁
衣
装
を
作
っ
て

あ
げ
て
い
た
ね
。」
と
。
本
当
に
お
か
し
な
話
で
あ
る
。

三
十

 

煕
寧
初
、
外
學
置
官
師
。
職
簡
地
親
、
多
在
幕
席
。
徐
有
學

官
喜
誶
語
。
同
府
苦
之
、詠
蠅
以
刺
之
曰
、「
衣
服
有
時
遭
點
染
、

盃
盤
無
日
不
追
隨
」。

【
訓
読
】

 

煕
寧
の
初
め
、
外
学
に
官
師
を
置
く
。
職
は
簡
に
し
て
地
は
親

し
く
、
多
く
幕
席
に
在
り
。
徐
に
学
官
の
誶
語
を
喜
む
も
の
有
り
。

同
府　

之
を
苦
と
し
、
蝿
を
詠
じ
て
以
て
之
を
刺そ
し

り
て
曰
く
、「
衣

服　

時
に
点
染
に
遭
ふ
有
り
、
盃
盤　

日
と
し
て
追
随
せ
ざ
る
無

し
」
と
。

【
語
釈
】

＊
煕
寧
‥
北
宋
・
神
宗
の
年
号
。

＊
外
學
‥
宋
代
に
太
学
と
は
別
に
設
置
さ
れ
た
学
校
。

＊
官
師
‥
役
所
の
長
を
い
う
。

＊
地
親
‥
そ
の
土
地
が
馴
染
み
の
あ
る
こ
と
。
外
学
の
長
官
に
は
、
そ
の
地
に
馴
染

み
の
あ
る
者
が
就
任
し
た
こ
と
を
い
う
。

＊
在
幕
席
‥
役
所
の
と
ば
り
の
奥
座
敷
に
い
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
実
務
の
な
い
形

式
的
な
顧
問
役
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

＊
徐
‥
今
の
江
蘇
省
徐
州
市
。
ち
な
み
に
陳
師
道
は
、
元
祐
年
間
の
初
め
に
徐
州
教

授
の
職
に
あ
っ
た
（『
宋
史
』
巻
四
四
四
「
文
苑
六
・
陳
師
道
伝
」）。

＊
學
官
‥
官
学
の
学
務
を
つ
か
さ
ど
る
官
員
お
よ
び
教
官
。
教
授
、
学
正
、
教
諭
な

ど
を
総
じ
て
言
う
。

＊
誶
語
‥
の
の
し
り
責
め
る
こ
と
。

＊
同
府
‥
役
所
の
同
僚
。

＊
時
‥
し
ば
し
ば
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
の
意
。
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＊
點
染
‥
点
々
と
染
み
を
つ
け
る
こ
と
。

【
通
釈
】

 
煕
寧
年
間
の
初
め
、（
太
学
と
は
別
に
設
け
ら
れ
た
）
学
校
に
長

官
を
置
い
た
。
職
務
は
簡
素
で
、
そ
の
地
に
馴
染
み
の
あ
る
者
が

就
任
し
、
そ
の
多
く
は
帷
の
中
に
い
る
顧
問
役
で
あ
っ
た
。
徐
州

に
人
を
の
の
し
る
こ
と
が
好
き
な
教
官
が
い
た
。
あ
る
同
僚
が
そ

れ
を
苦
に
病
ん
で
、
蝿
を
詠
っ
た
詩
を
作
り
、
彼
を
そ
し
っ
て
次

の
よ
う
に
言
っ
た
。「
服
に
点
々
と
染
み
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
、
杯
や
皿
に
つ
き
ま
と
わ
な
い
日
は
な
い
」
と
。

三
十
一

 

唐
人
不
學
杜
詩
。
惟
唐
彦
謙
與
今
黄
亞
夫
庶
・
謝
師
厚
景
初

學
之
。
魯
直
、
黄
之
子
、
謝
之
婿
也
。
其
于
二
父
、
猶
子
美
之

于
審
言
也
。
然
過
于
出
奇
、
不
如
杜
之
遇
物
而
奇
也
。
三
江
五

湖
、
平
漫
千
里
、
因
風
石
而
奇
爾
。

【
訓
読
】

 

唐
人　

杜
詩
に
学
ば
ず
。
惟
だ
唐
彦
謙
と
今
の
黄
亜
夫
庶
、
謝

師
厚
景
初
の
み
之
に
学
ぶ
。
魯
直
は
黄
の
子
に
し
て
、
謝
の
婿
な

り
。
其
の
二
父
に
于お

け
る
は
、
猶
ほ
子
美
の
審
言
に
于お

け
る
が
ご

と
き
な
り
。
然
れ
ど
も
奇
を
出
だ
す
に
過
ぎ
、
杜
の
物
に
遇
ひ
て

奇
な
る
に
如
か
ざ
る
な
り
。
三
江
五
湖
、
平
漫
な
る
こ
と
千
里
、

風
石
に
因
り
て
奇
な
る
の
み
。

【
語
釈
】

＊
唐
彦
謙
‥
唐
・
昭
宗
の
頃
の
人
。
字
は
茂
業
、
鹿
門
先
生
、
陶
穀
と
号
し
た
。

＊
黄
亞
夫
庶
‥
北
宋
・
黄
庶
の
こ
と
。
亜
夫
は
そ
の
字
。
黄
庭
堅
の
父
。

＊
謝
師
厚
景
初
‥
北
宋
・
謝
景
初
の
こ
と
。
師
厚
は
そ
の
字
。
黄
庭
堅
の
舅
。

＊
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
子
美
‥
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。

＊
審
言
‥
杜
甫
の
祖
父
、
杜
審
言
の
こ
と
。

＊
三
江
五
湖
‥
江
蘇
省
と
浙
江
省
の
境
、
太
湖
一
帯
の
水
郷
地
帯
。

＊
平
漫
‥
平
ら
に
広
が
る
こ
と
。

＊
風
石
‥
風
と
岩
。
自
然
の
事
物
を
象
徴
す
る
。

【
通
釈
】

 

唐
の
人
は
杜
甫
の
詩
に
学
ば
な
か
っ
た
。
た
だ
晩
唐
の
唐
彦
謙

と
今
の
時
代
の
黄
庶
、
謝
景
初
の
み
が
杜
甫
の
詩
に
学
ん
だ
。
黄

庭
堅
は
、
黄
庶
の
子
で
、
謝
景
初
の
婿
で
あ
る
。
黄
庭
堅
と
二
人

の
父
と
の
関
係
は
、
ち
ょ
う
ど
杜
甫
と
祖
父
の
杜
審
言
と
の
関
係

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
黄
庭
堅
は
新
奇
な
句
を
生
み

出
そ
う
と
意
識
し
す
ぎ
て
お
り
、
杜
甫
が
事
物
に
接
し
て
お
の
ず

と
奇
抜
な
句
を
作
り
出
す
の
に
は
及
ば
な
い
。
太
湖
一
帯
の
水
郷

地
域
は
、
千
里
四
方
に
平
ら
に
広
が
っ
て
お
り
、
た
だ
そ
よ
吹
く

風
と
そ
の
地
に
あ
る
岩
な
ど
の
自
然
の
事
物
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
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と
奇
抜
な
景
色
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
十
二

 

謝
師
厚
廢
居
於
鄧
。
王
左
丞
存
、
其
妹
婿
也
。
奉
使
荆
湖
、

枉
道
過
之
。
夜
至
其
家
。
師
厚
有
詩
云
、「
倒
著
衣
裳
迎
戸
外
、

盡
呼
兒
女
拜
燈
前
」。

【
訓
読
】

 

謝
師
厚　

居
を
鄧
に
廃
す
。
王
左
丞
存
は
、
其
の
妹
婿
な
り
。

使
ひ
を
荊
湖
に
奉
じ
、
道
を
枉
げ
て
之
に
過よ

ぎ
る
。
夜　

其
の
家

に
至
る
。
師
厚　

詩
有
り
て
云
ふ
、「
倒さ
か
しま
に
衣
裳
を
著つ

け
て
戸

外
に
迎
へ
、
尽
く
児
女
を
呼
び
て
灯
前
に
拝
せ
し
む
」
と
。

【
語
釈
】

＊
謝
師
厚
‥
謝
景
初
の
こ
と
。
師
厚
は
そ
の
字
。
第
三
十
一
節
を
参
照
。

＊
廢
居
‥
官
職
を
離
れ
閑
居
す
る
こ
と
。

＊
鄧
‥
今
の
河
南
省
鄧
県
。

＊
王
左
丞
存
‥
北
宋
・
王
存
の
こ
と
。
仁
宗
の
慶
暦
六
年
の
進
士
。
兵
部
尚
書
、
尚

書
右
丞
、
尚
書
左
丞
な
ど
を
歴
任
し
た
。

＊
荆
湖
‥
今
の
湖
北
省
の
南
部
か
ら
湖
南
省
に
か
け
て
の
一
帯
の
地
。

＊「
倒
著
」
の
二
句
‥『
全
宋
詩
』
巻
五
一
八
は
、
本
節
を
出
典
と
し
て
、
こ
の
二
句

の
み
を
収
録
す
る
。

＊
倒
著
衣
裳
‥
慌
て
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。「
倒
著
」
は
、
逆
さ
ま
に
身
に
つ
け
る
こ

と
。「
衣
」
は
、
上
半
身
に
身
に
つ
け
る
服
。「
裳
」
は
、
下
半
身
に
身
に
つ
け

る
服
。『
詩
経
』
齊
風
「
東
方
未
明
」
に
、
未
明
に
慌
て
て
朝
廷
に
駆
け
つ
け
る

人
士
の
様
子
を
描
い
た
、
以
下
の
句
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。―

―

東
方
未
明
、

顛
倒
衣
裳
。〔
東
方　
未
だ
明
け
ざ
る
に
、
衣
裳
を
顛
倒
す
〕。―

―

＊「
盡
呼
」
の
句
‥
こ
の
句
の
情
景
は
、
唐
・
杜
甫
の
「
贈
衛
八
處
士
」
詩
に
詠
わ
れ

る
以
下
の
情
景
に
似
て
い
よ
う
。―

―

今
夕
復
何
夕
、
共
此
燈
燭
光
、
…
…
、

昔
別
君
未
婚
、
兒
女
忽
成
行
、
怡
然
敬
父
執
、
問
我
來
何
方
。〔
今
夕　
復
た
何

の
夕
べ
ぞ
、
此
の
灯
燭
の
光
を
共
に
す
、
…
…
、
昔　

別
れ
し
と
き　

君　

未

だ
婚
せ
ざ
る
に
、
児
女　

忽
ち
行
を
成
す
、
怡
然
と
し
て
父
の
執と
も

を
敬
ひ
て
、

我
に
問
ふ　
何
れ
の
方
よ
り
来
た
る
と
〕。―

―

【
通
釈
】

 

謝
景
初
は
、
鄧
に
隠
居
し
た
。
尚
書
左
丞
の
王
存
は
、
謝
景
初

の
妹
の
婿
で
あ
っ
た
。
皇
帝
の
命
を
受
け
て
荊
湖
に
使
い
す
る
こ

と
に
な
り
、
回
り
道
を
し
て
謝
景
初
の
家
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
し

た
。
夜
に
な
り
そ
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
の
時
の
謝
景
初
の

詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
服
を
逆
さ
ま
に
身
に
つ
け
、
慌
て
て
戸

外
に
出
迎
え
、
子
供
た
ち
全
員
を
呼
び
つ
け
、
灯
火
の
前
で
お
辞

儀
を
さ
せ
る
」
と
。

三
十
三

 
世
稱
杜
牧
「
南
山
與
秋
色
、
氣
勢
兩
相
高
」
爲
警
絶
。
而
子

美
才
用
一
句
、
語
益
工
。
曰
、「
千
崖
秋
氣
高
」
也
。

― 155 ―



『後山詩話』訳注稿（二）

（ 31）

【
訓
読
】

 
世　

杜
牧
の
「
南
山
と
秋
色
と
、
気
勢　

両
つ
な
が
ら
相
ひ
高

し
」
を
称
へ
て
警
絶
と
為
す
。
而
れ
ど
も
子
美
は
才わ
ず

か
に
一
句
を

用
ひ
て
、
語
は
益
ま
す
工た
く
みな
り
。
曰
く
、「
千
崖　

秋
気　

高
し
」

と
。

【
語
釈
】

＊「
南
山
」
の
二
句
‥
唐
・
杜
牧
の
五
言
絶
句
「
長
安
秋
望
」
詩
の
転
句
と
結
句
。「
秋

色
」
は
、秋
の
澄
ん
だ
景
色
。
こ
こ
で
は
特
に
空
の
高
さ
を
い
う
。「
気
勢
」
は
、

た
た
ず
ま
い
、
様
子
、
お
も
む
き
、
の
意
。

＊
警
絶
‥
群
を
抜
い
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
。

＊「
千
崖
」
の
句
‥
唐
・
杜
甫
の
五
言
排
律
「
王
閬
州
筵
奉
酬
十
一
舅
惜
別
之
作
」
詩

の
冒
頭
の
句
。「
千
崖
」
は
、た
く
さ
ん
の
崖
。「
秋
氣
」
は
、秋
の
澄
ん
だ
気
配
。

こ
こ
で
は
、
特
に
高
く
澄
ん
だ
空
を
い
う
。

【
通
釈
】

 

世
間
の
人
々
は
、
杜
牧
の
「
南
山
と
秋
の
空
の
色
と
、
ど
ち
ら

も
高
々
と
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
句
を
、
群
を
抜
い
て
す
ば
ら
し

い
と
称
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
、
杜
甫
は
わ
ず
か
に
一
句
を
用
い

る
だ
け
で
（
同
様
の
情
景
を
詠
い
）、
言
葉
は
い
っ
そ
う
巧
み
で
あ

る
。
そ
の
句
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
切
り
立
つ
い
く
つ
も
の
崖
の

上
に
、
澄
ん
だ
秋
の
空
が
高
く
広
が
っ
て
い
る
」
と
。

三
十
四

 

魯
直
有
癡
弟
。
畜
漆
琴
而
不
御
、
蟲
蝨
入
焉
。
魯
直
嘲
之
曰
、

「
龍
池
生
壁
蝨
」。
而
未
有
對
。
魯
直
之
兄
大
臨
、
旦
見
牀
下
以

溺
器
畜
生
魚
。
問
知
其
弟
也
、大
呼
曰
、「
我
有
對
矣
」。
乃
「
虎

子
養
溪
魚
」
也
。

【
訓
読
】

 

魯
直
に
痴
弟
有
り
。
漆
琴
を
畜た
く
わふ
る
も
御
せ
ず
、
虫
蝨　

焉こ
れ

に

入
る
。
魯
直　

之
を
嘲
り
て
曰
く
、「
龍
池
に
壁
蝨
を
生
ず
」
と
。

而
れ
ど
も
未
だ
対つ
い

有
ら
ず
。
魯
直
の
兄
大
臨
、
旦あ
し
たに
牀
下
に
溺
器

を
以
て
生
魚
を
畜や
し
なふ
を
見
る
。
問
ひ
て
其
の
弟
た
る
を
知
る
や
、

大
呼
し
て
曰
く
、「
我
に
対つ
い

有
り
」
と
。
乃
ち
「
虎
子
に
渓
魚
を
養

ふ
」
な
り
。

【
語
釈
】

＊
魯
直
‥
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
漆
琴
‥
漆
塗
り
の
琴
。

＊
御
‥
琴
を
弾
く
こ
と
。

＊
龍
池
‥
琴
の
底
板
に
は
、
龍
池
と
鳳
沼
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
穴
が
開
け
ら
れ
て
い

る
。

＊
大
臨
‥
黄
庭
堅
の
兄
、
黄
大
臨
の
こ
と
。
字
は
元
明
。
詩
八
首
が
現
存
す
る
。

＊
溺
器
‥
尿
器
。
お
ま
る
。
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＊
虎
子
‥「
溺
器
」
に
同
じ
。「
龍0

池
」
と
対
に
す
る
た
め
「
虎0

子
」
と
言
っ
た
。

【
通
釈
】

 
黄
庭
堅
に
智
恵
遅
れ
の
弟
が
い
た
。
漆
塗
り
の
立
派
な
琴
を
持

ち
な
が
ら
弾
く
こ
と
も
な
く
、
虫
が
わ
い
て
し
ま
っ
た
。
黄
庭
堅

は
弟
を
か
ら
か
っ
て
言
っ
た
。「
琴
の
龍
池
に
虫
が
わ
い
た
」
と
。

し
か
し
対
と
な
る
句
が
ま
だ
出
来
な
い
で
い
た
。
黄
庭
堅
の
兄
の

黄
大
臨
が
、
あ
る
朝
、
寝
台
の
下
の
お
ま
る
の
中
に
、
生
き
た
魚

が
飼
わ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
尋
ね
て
弟
の
仕
業
だ
と
分
か

る
と
、
大
き
な
声
で
「
対
句
が
浮
か
ん
だ
ぞ
」
と
叫
ん
だ
。
そ
の

句
は
な
ん
と
「
虎お
ま
る子
に
谷
川
の
魚
を
飼
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

三
十
五

 

歐
陽
公
謫
永
陽
。
聞
其
倅
杜
彬
善
琵
琶
、
酒
間
取
之
。
杜
正

色
盛
氣
而
謝
不
能
。
公
亦
不
復
強
也
。
後
杜
置
酒
數
行
、
遽
起

還
内
。
微
聞
絲
聲
。
且
作
且
止
而
漸
近
。
久
之
、
抱
器
而
出
。

手
不
絕
彈
、
盡
暮
而
罷
。
公
喜
甚
過
所
望
也
。
故
公
詩
云
、「
座

中
醉
客
誰
最
賢
、
杜
彬
琵
琶
皮
作
絃
、
自
從
彬
死
世
莫
傳
」。

皮
絃
世
未
有
也
。
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【
訓
読
】

 

欧
陽
公　

永
陽
に
謫
せ
ら
る
。
其
の
倅さ
い

の
杜
彬　

琵
琶
を
善
く

す
る
を
聞
き
、
酒
間
に
之
を
取
ら
し
む
。
杜　

色
を
正
し
気
を
盛

ん
に
し
て
能
は
ず
と
謝
す
。
公
も
亦
た
復
た
強
ひ
ざ
る
な
り
。
後

に
杜　

置
酒
す
る
こ
と
数
行
、
遽
か
に
起
ち
て
内
に
還
る
。
微
か

に
糸
の
声
を
聞
く
。
且
つ
作お

こ
り
且
つ
止
み
て
漸
く
近
し
。
之
を

久
く
し
て
、
器
を
抱
き
て
出
づ
。
手
は
弾
く
を
絶
や
さ
ず
、
暮
れ

を
尽
く
し
て
罷
む
。
公　

甚
だ
望
む
所
に
過
ぐ
る
を
喜
ぶ
な
り
。

故
に
公
の
詩
に
云
ふ
、「
座
中
の
酔
客　

誰
か
最
も
賢
な
る
、
杜
彬

の
琵
琶　

皮
も
て
絃
を
作
る
、
彬
の
死
し
て
よ
り　

世
に
伝
ふ
る

莫
し
」
と
。
皮
の
絃
は
世
に
未
だ
有
ら
ざ
る
な
り
。

【
語
釈
】

＊
歐
陽
公
‥
北
宋
・
歐
陽
脩
の
こ
と
。

＊
謫
‥
左
遷
さ
れ
る
こ
と
。

＊
永
陽
‥
安
徽
省
来
安
県
。

＊
倅
‥
副
官
の
こ
と
。

＊
正
色
‥
真
剣
な
顔
つ
き
に
な
る
こ
と
。

＊
盛
氣
‥
怒
気
を
示
す
こ
と
。

＊
置
酒
數
行
‥「
置
酒
」
は
、
酒
盛
り
を
す
る
こ
と
。「
行
」
は
、
杯
を
酌
み
交
わ
す

回
数
を
表
す
量
詞
。

＊「
座
中
」
の
三
句
‥
欧
陽
脩
の
雑
言
古
詩
「
贈
沈
博
士
歌
」
の
一
節
。
詩
題
を
「
酔

翁
吟
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。「
座
中
」
の
句
は
、
唐
・
白
居
易
「
琵
琶

行
」
の
以
下
の
句
を
意
識
し
て
い
よ
う
。―

―

座
中
泣
下
誰
最
多
、
江
州
司
馬
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青
衫
濕
。〔
座
中　

泣な
み
だ

下
る
こ
と　

誰
か
最
も
多
き
、
江
州
の
司
馬　

青
衫
湿う
る
お

ふ
〕。―

―

＊
皮
弦
‥
琴
や
琵
琶
の
弦
は
、
ふ
つ
う
絹
糸
を
撚
っ
て
作
ら
れ
る
。

【
通
釈
】

 

欧
陽
脩
は
永
陽
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
副
官
の
杜
彬
が
琵
琶
が

う
ま
い
こ
と
を
耳
に
し
、
酒
宴
の
席
で
琵
琶
を
手
に
取
ら
せ
よ
う

と
し
た
。
す
る
と
杜
彬
は
真
顔
に
な
っ
て
憤
り
の
色
を
示
し
、
で

き
な
い
と
断
っ
た
。
欧
陽
脩
も
ま
た
無
理
強
い
し
な
か
っ
た
。
後

に
杜
彬
は
、
数
回
ほ
ど
杯
を
酌
み
交
わ
す
と
、
突
然
立
ち
上
が
り
、

奥
の
方
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
す
る
と
、
か
す
か
に
琵
琶
の
音
色
が

聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
音
は
鳴
っ
た
り
や
ん
だ
り
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
し
だ
い
に
近
づ
い
て
き
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
杜
彬
が
琵

琶
を
抱
え
て
出
て
き
た
。
そ
の
手
は
休
む
こ
と
な
く
弾
き
続
け
、

日
が
暮
れ
た
と
こ
ろ
で
や
め
た
。
欧
陽
脩
は
望
ん
で
い
た
以
上
の

も
て
な
し
に
喜
ん
だ
。
だ
か
ら
欧
陽
脩
の
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
酒
席
の
酔
っ
た
客
人
の
中
で
誰
が
最
も
優
れ
て
い
よ
う
か
。
杜
彬

の
琵
琶
は
皮
で
弦
を
作
っ
て
い
た
。
杜
彬
が
死
ん
で
か
ら
と
い
う

も
の
、
世
間
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
」
と
。
皮
の
弦
は
、

世
間
で
は
い
ま
だ
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

三
十
六

 

尚
書
郎
張
先
善
著
詞
。
有
云
「
雲
破
月
來
花
弄
影
」、「
簾
幕

捲
花
影
」、「
墮
輕
絮
無
影
」。
世
稱
誦
之
、
號
張
三
影﹇

校
一
﹈。

王
介

甫
謂
、「
雲
破
月
來
花
弄
影
」、
不
如
李
冠
「
朦
朧
澹
月
雲
來
去
」

也
。
冠
齊
人
。
爲
「
六
州
歌
頭
」、
道
劉
項
事
、
慷
慨
雄
偉
。

劉
潛
大
俠
也
。
喜
誦
之
。

【
校
異
】

校
一
‥「
之
」
の
字
は
、
も
と
「
云
」
の
字
に
作
り
、「
號
」
の
字
は
脱
落
し
て
い
た
。

適
園
本
に
よ
っ
て
改
め
か
つ
補
う
。

【
訓
読
】

 

尚
書
郎
の
張
先　

善
く
詞
を
著
す
。「
雲　

破
れ　

月　

来
た
り

て　

花　

影
を
弄
ぶ
」、「
簾
幕　

花
影
を
捲
く
」、「
軽
絮
を
堕
と

し
て　

影　

無
し
」
と
云
ふ
有
り
。
世　

称
へ
て
之
を
誦
し
、
張

三
影
と
号
す
。
王
介
甫　

謂
へ
ら
く
、「
雲　

破
れ　

月　

来
た
り

て　

花　

影
を
弄
ぶ
」
は
、
李
冠
の
「
朦
朧
た
る
澹
月　

雲　

来

去
す
」
に
如
か
ざ
る
な
り
と
。
冠
は
斉
の
人
な
り
。「
六
州
歌
頭
」

を
為
り
、
劉
項
の
事
を
道
ひ
て
、
慷
慨
雄
偉
た
り
。
劉
潜
は
大
侠

な
り
。
喜
み
て
之
を
誦
す
。
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【
語
釈
】

＊
張
先
‥
字
は
、
子
野
。
仁
宗
の
天
聖
八
年
（
一
〇
三
〇
）
の
進
士
。
詞
の
作
者
と

し
て
知
ら
れ
る
。

＊「
雲
破
」
の
句
‥「
天
仙
子
」
詞
の
一
節
。『
全
宋
詞
』（
第
一
冊
七
十
頁
）
は
、
以

下
の
小
題
を
付
す
。―

―

時
爲
嘉
禾
小
倅
、
以
病
眠
不
赴
府
會
。〔
時
に
嘉
禾
の

小
倅
た
り
、
病
を
以
て
眠
り
府
会
に
赴
か
ず
〕。―

―

張
先
は
当
時
、
嘉
禾
判
官

の
任
に
あ
っ
た
。

＊「
簾
幕
」
の
句
‥「
歸
朝
歡
」
詞
の
一
節
。『
全
宋
詞
』（
第
一
冊
六
十
四
頁
）
で
は
、

「
簾
押
殘
花
影
」
に
作
り
、「
一
作
『
簾
幕
巻
花
影
』」
と
あ
る
。

＊「
堕
輕
絮
」
の
句
‥
「
翦
牡
丹
」
詞
の
一
節
。『
全
宋
詞
』（
第
一
冊
七
十
九
頁
）
は
、

以
下
の
小
題
を
付
す
。―

―
舟
中
聞
雙
琵
琶
。〔
舟
中
に
て
双
琵
琶
を
聞
く
〕。

―
―

た
だ
し
、「
堕
」
を
「
墜
」
に
作
る
。

＊
王
介
甫
‥
北
宋
・
王
安
石
の
こ
と
。
介
甫
は
そ
の
字
。

＊
李
冠
‥
斉
州
歴
城
（
山
東
省
済
南
市
）
の
人
。
進
士
に
推
挙
さ
れ
た
が
、
合
格
し

な
か
っ
た
（『
宋
史
』
巻
四
四
二
「
文
苑
伝
四
」）。

＊「
朦
朧
」
の
句
‥「
蝶
恋
花
」
詞
の
一
節
（『
全
宋
詞
』
第
一
冊
一
一
四
頁
）。
な
お
、

『
全
宋
詞
』（
第
一
冊
五
四
〇
頁
）
は
、『
陽
春
白
雪
』
か
ら
賀
鋳
の
「
蝶
恋
歌
」

を
輯
録
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
同
じ
句
が
見
え
る
。

＊「
六
州
歌
頭
」‥
詞
牌
の
一
つ
。
李
冠
の
「
六
州
歌
頭
」
詞
は
二
首
あ
り
、
い
ず
れ

も
『
全
宋
詞
』
第
一
冊
一
一
四
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

＊
劉
項
‥
秦
末
に
天
下
を
争
っ
た
漢
の
劉
邦
と
楚
の
項
羽
の
こ
と
。
李
冠
の
「
六
州

歌
頭
（
秦
亡
草
昧
）」
詞
は
、
劉
邦
と
項
羽
の
争
い
を
詠
う
。

＊
劉
潛
‥
字
は
仲
方
。
曹
州
定
陶
（
山
東
省
荷
沢
県
）
の
人
。
好
ん
で
古
文
を
作
り
、

進
士
に
よ
っ
て
起
家
し
、
蓬
莱
県
の
知
事
な
ど
に
就
任
し
た
（『
宋
史
』
巻
四
四

二
「
文
苑
伝
四
」）。
ま
た
、『
宋
史
』
巻
三
三
三
「
張
掞
伝
」
に
以
下
の
よ
う
に

言
う
。―

―

掞
…
…
少
從
劉
潛
・
李
冠
游
。〔
掞
…
…
少
く
し
て
劉
潛
・
李
冠
に

従
ひ
て
游
ぶ
〕。―

―

こ
れ
よ
り
、
劉
潛
と
李
冠
の
間
に
交
流
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

【
通
釈
】

 

尚
書
郎
の
張
先
は
、
詞
を
作
る
の
が
上
手
か
っ
た
。「
雲
が
破
れ

て
月
が
現
れ
、
花
は
影
を
地
に
映
す
」、「
簾
幕
が
そ
こ
に
映
る
花

の
影
を
捲
き
こ
み
な
が
ら
あ
が
る
」、「
柳
の
綿
は
枝
か
ら
落
ち
て

影
も
な
く
軽
や
か
に
舞
う
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
世
間
の
人
々
は

称
賛
し
て
口
々
に
そ
れ
ら
の
句
を
唱
え
、
彼
の
こ
と
を
張
三
影
と

呼
ん
だ
。
王
安
石
が
評
し
て
言
う
に
は
、「
雲
が
破
れ
て
月
が
現
れ
、

花
は
影
を
地
に
映
す
」
の
句
は
、
李
冠
の
「
淡
く
ぼ
ん
や
り
と
し

た
月
に
、
雲
が
行
き
来
す
る
」
の
句
に
は
及
ば
な
い
、
と
。
李
冠

は
斉
の
人
で
あ
る
。「
六
州
歌
頭
」
の
詞
を
作
り
、
劉
邦
と
項
羽
の

事
を
詠
い
、
高
ぶ
る
気
持
ち
が
描
か
れ
た
雄
壮
な
作
で
あ
っ
た
。

劉
潜
は
非
常
に
男
気
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
好
ん
で
そ
の
詞
を
口

ず
さ
ん
だ
。

三
十
七

 
往
時
青
幕
之
子
婦
、
妓
也
。
善
爲
詩
詞
。
同
府
以
詞
挑
之
。

妓
答
曰
、「
清
詞
麗
句
、
永
叔
子
瞻
曾
獨
步
、
似
恁
文
章
、
寫

得
出
來
當
甚
強
」。
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【
訓
読
】

 
往
時
の
青
幕
の
子
婦
は
、
妓
な
り
。
善
く
詩
詞
を
為
る
。
同

府 
詞
を
以
て
之
に
挑
む
。
妓　

答
へ
て
曰
く
、「
清
詞　

麗
句
、

永
叔　

子
瞻　

曽
て
独
歩
す
。
恁か

く
の
似ご
と

き
文
章
、
写
し
得
て
出

で
来
た
れ
ば　

当
に
甚
だ
強す
ぐ

る
べ
し
」
と
。

【
語
釈
】

＊
青
幕
‥
宴
席
に
張
ら
れ
た
黒
い
漆
を
塗
っ
た
と
ば
り
。

＊「
清
詞
」
の
四
句
‥「
句
」
と
「
歩
」、「
章
」
と
「
強
」
で
押
韻
す
る
。『
全
宋
詞
』（
第

一
冊
五
九
二
頁
）は
、こ
の
詞
の
詞
牌
を「
減
字
木
蘭
花
」と
す
る
。「
永
叔
」は
、

北
宋
・
欧
陽
脩
の
こ
と
。
永
叔
は
そ
の
字
。「
子
瞻
」
は
、
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。

子
瞻
は
そ
の
字
。「
似
恁
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
の
意
。「
強
」
は
、
優
れ
る
、

の
意
。

【
通
釈
】

 

む
か
し
、
青
い
と
ば
り
を
張
っ
た
宴
席
に
侍
る
女
性
は
、
妓
女

で
あ
っ
た
。
詩
や
詞
を
作
る
の
が
う
ま
か
っ
た
。
あ
る
同
僚
が
詞

を
作
っ
て
挑
戦
し
た
。
妓
女
は
そ
れ
に
答
え
て
、
次
の
よ
う
な
詞

を
作
っ
た
。「
清
ら
か
な
言
葉
や
麗
し
い
句
は
、
欧
陽
脩
と
蘇
軾
が

か
つ
て
は
抜
き
ん
出
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
文
章
が
書
け

た
な
ら
、
さ
ぞ
か
し
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
に
ね
」
と
。

三
十
八

 

黃
詞
云
、「
斷
送
一
生
惟
有
、
破
除
萬
事
無
過
」。
蓋
韓
詩
有

云
「
斷
送
一
生
惟
有
酒
」、「
破
除
萬
事
無
過
酒
」、
才
去
一
字
、

遂
為
切
對
。
而
語
益
峻
。

 

又
云
、「
杯
行
到
手
更
留
殘
、
不
道
月
明
人
散
」。
謂
思
相
離

之
憂
、則
不
得
不
盡
。
而
俗
士
改
爲
「
留
連
」、遂
使
兩
句
相
失
。

正
如
論
詩
云
、「
一
方
明
月
可
中
庭
」、「
可
」
不
如
「
滿
」
也
。

【
訓
読
】

 

黄
の
詞
に
云
ふ
、「
一
生
を
断
送
す
る
に
惟
だ
有
る
の
み
、
万
事

を
破
除
す
る
に
過
ぐ
る
無
し
」
と
。
蓋
し
韓
の
詩
に
「
一
生
を
断

送
す
る
に
惟
だ
酒
有
る
の
み
」、「
万
事
を
破
除
す
る
に
酒
に
過
ぐ

る
無
し
」
と
云
ふ
有
り
、
才
か
に
一
字
を
去
り
て
、
遂
に
切
対
と

為
す
な
ら
ん
。
而
し
て
語
は
益
ま
す
峻
な
り
。

 

又
た
云
ふ
、「
杯　

行め
ぐ

り
て　

手
に
到
れ
ば　

更
に
留
残
せ
ん

や
、
月
明
ら
か
に
し
て　

人
散
ず
と
道お
も

は
ざ
ら
ん
や
」
と
。
相
ひ

離
る
る
の
憂
ひ
を
思
へ
ば
、
則
ち
尽
く
さ
ざ
る
を
得
ざ
る
を
謂
ふ
。

而
れ
ど
も
俗
士　

改
め
て
「
留
連
」
と
為
し
、
遂
に
両
句
を
し
て

相
ひ
失
せ
し
む
。
正
に
詩
を
論
じ
て
、「
一
方
の
明
月　

中
庭
に
可よ

し
」
は
、「
可
」
は
「
満
」
に
如
か
ず
、
と
云
ふ
が
如
き
な
り
。

【
語
釈
】

＊
黄
詞
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
詞
の
こ
と
。

＊「
斷
送
」
の
二
句
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
「
西
江
月
」
詞
（『
全
宋
詞
』
第
一
冊
四
〇
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〇
頁
）
の
一
節
。
詞
牌
の
下
に
以
下
の
小
題
が
あ
る
。―

―

老
夫
既
戒
酒
不
飲
。

遇
宴
集
、
獨
醒
其
旁
。
坐
客
欲
得
小
詞
、
援
筆
爲
賦
。〔
老
夫　
既
に
酒
を
戒
め

飲
ま
ず
。
宴
集
に
遇
ひ
、
独
り
其
の
旁
に
醒さ

む
。
坐
客　

小
詞
を
得
ん
と
欲
す

れ
ば
、
筆
を
援ひ

き
て
為た
め
に
賦
す
〕。―

―

「
斷
送
」
は
、
時
間
を
過
ご
す
、
の
意
。

「
破
除
」
は
、
取
り
除
く
、
の
意
。

＊
韓
詩
‥
唐
・
韓
愈
の
詩
の
こ
と
。

＊「
斷
送
」
の
句
‥
唐
・
韓
愈
の
七
言
絶
句
「
遣
興
」
詩
の
起
句
。

＊「
破
除
」
の
句
‥
唐
・
韓
愈
の
七
言
古
詩
「
贈
鄭
兵
曹
」
詩
の
末
尾
の
句
。

＊
才
去
一
字
‥「
才
」
は
、
わ
ず
か
に
、
の
意
。「
去
一
字
」
は
、
黄
庭
堅
が
韓
愈
の

詩
句
の
末
尾
一
字
を
除
い
て
対
句
に
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
よ
う
な
句

末
の
言
葉
を
わ
ざ
と
省
略
し
て
、
そ
こ
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
読
み
手
に
判
断

さ
せ
る
言
葉
遊
び
を
歇
後
語
と
い
う
。

＊
切
對
‥
精
巧
な
対
句
。

＊
峻
‥
ひ
き
し
ま
る
こ
と
。

＊「
杯
行
」
の
二
句
‥「
斷
送
」
の
二
句
と
同
じ
く
、
北
宋
・
黄
庭
堅
の
「
西
江
月
」

詞
の
一
節
。『
全
宋
詞
』
で
は
、「
更
」
を
「
莫
」
に
、「
月
明
」
を
「
月
斜
」
に

作
る
。「
更
」
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
反
語
を
表
す
副
詞
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と

に
な
る
。「
不
道
」
は
、
こ
こ
で
は
反
語
で
、
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
の

意
。

＊
留
連
‥
立
ち
去
ろ
う
と
し
な
い
さ
ま
。
居
続
け
る
こ
と
。

＊「
一
方
」
の
句
‥
唐
・
劉
禹
錫
の
七
言
絶
句
「
生
公
講
堂
」
詩
の
結
句
。「
空
の
彼

方
に
浮
か
ぶ
明
る
い
月
は
中
庭
の
景
色
に
相
応
し
い
」
と
い
う
意
。「
一
方
」
は
、

彼
方
、
の
意
。

【
通
釈
】

 

黄
庭
堅
の
詞
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
一
生
を
と
も
に
過
ご
す
も

の
と
し
て
は
、
た
だ
こ
れ
が
あ
る
だ
け
、
よ
ろ
ず
の
煩
わ
し
い
事

を
取
り
除
く
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
」
と
。

韓
愈
の
詩
に
「
一
生
を
と
も
に
過
ご
す
も
の
と
し
て
は
、
た
だ
酒

が
あ
る
だ
け
」、「
よ
ろ
ず
の
煩
わ
し
い
事
を
取
り
除
く
も
の
と
し

て
は
、
酒
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
お
そ
ら

く
黄
庭
堅
は
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
に
一
字
ず
つ
を
取
り
去
っ
て
、

そ
の
ま
ま
精
巧
な
対
句
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で

い
て
言
葉
は
ま
す
ま
す
ひ
き
し
ま
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 

さ
ら
に
同
じ
詞
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
杯
が
巡
り
巡
っ
て
私
の

手
に
至
れ
ば
、
そ
れ
を
ど
う
し
て
残
せ
よ
う
か
。（
宴
会
が
終
わ
れ

ば
）
月
明
か
り
の
も
と
人
も
解
散
し
て
し
ま
う
こ
と
を
ど
う
し
て

思
わ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
」
と
。（
禁
酒
を
し
て
い
る
と
は
い

え
、）
離
別
の
憂
い
を
思
え
ば
、
酒
を
飲
み
尽
く
さ
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

詩
文
を
解
さ
ぬ
俗
人
が
、（「
留
残
」
の
二
字
を
、
居
続
け
る
と
い

う
意
味
の
）「
留
連
」
の
二
字
に
改
め
て
し
ま
い
、
か
く
し
て
こ
の

二
句
の
味
わ
い
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
ま
さ

し
く
、
詩
を
論
じ
て
、「
一
方
明
月
可
中
庭
」
の
句
に
つ
い
て
は
、

「
可
」
の
字
を
「
満
」
の
字
に
し
た
方
が
よ
い
、
と
言
う
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
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三
十
九

 
子
瞻
謂
孟
浩
然
之
詩
、
韻
高
而
才
短
、
如
造
内
法
酒
手
而
無

材
料
爾
。

【
訓
読
】

 

子
瞻　

謂
へ
ら
く
、
孟
浩
然
の
詩
は
、
韻
は
高
き
も
才
は
短
な

り
。
内
法
の
酒
を
造
る
の
手
な
る
も
材
料
無
き
が
如
き
の
み
、
と
。

【
語
釈
】

＊
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。

＊
韻
‥
風
流
な
趣
。

＊
才
‥
才
覚
。
発
想
力
。

＊
短
‥
不
足
す
る
、
の
意
。

＊
内
法
酒
‥
宮
中
の
醸
造
法
で
造
ら
れ
た
酒
。

＊
手
‥
技
術
、
腕
前
。

【
通
釈
】

 

蘇
軾
は
孟
浩
然
の
詩
を
評
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
趣
は

高
尚
で
あ
る
が
才
覚
に
乏
し
い
。
ま
る
で
宮
中
で
飲
む
酒
を
醸
造

す
る
腕
前
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
造
る
に
ふ
さ
わ
し
い
材
料
が

な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
。

四
十

 

魯
直
「
乞
猫
」
詩
云
、「
秋
來
鼠
輩
欺
猫
死
、
窺
甕
翻
盤
攪

夜
眠
、
聞
道
貍
奴
將
數
子
、
買
魚
穿
柳
聘
銜
蟬
」。
雖
滑
稽
而

可
喜
。
千
載
而
下
、
讀
者
如
新
。

【
訓
読
】

 

魯
直
の
「
猫
を
乞
ふ
」
詩
に
云
ふ
、「
秋
来　

鼠
輩　

猫
の
死
す

る
を
欺あ
な
どり
、
甕
を
窺
ひ　

盤
を
翻
し
て　

夜
眠
を
撹み
だ

す
。
聞き
く
な道
ら

く　

貍
奴　

数
子
を
将ひ
き

ゆ
と
。
魚
を
買
ひ　

柳
に
穿
ち
て　

銜
蝉

を
聘ま
ね

か
ん
」
と
。
滑
稽
な
り
と
雖
も
喜
ぶ
べ
し
。
千
載
而
下
、
読

む
者　

新
な
る
が
如
し
。

【
語
釈
】

＊
魯
直
‥
北
宋
・
黄
庭
堅
の
こ
と
。
魯
直
は
そ
の
字
。

＊
貍
奴
‥
猫
の
異
名
。

＊
買
魚
穿
柳
‥
魚
を
買
っ
て
柳
の
枝
に
刺
し
通
す
こ
と
。

＊
銜
蝉
‥
猫
の
異
名
。

【
通
釈
】

 
黄
庭
堅
の
「
猫
を
乞
う
」
詩
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
秋
に
な
っ

て
鼠
た
ち
は
猫
が
死
ん
だ
の
を
よ
い
こ
と
に
、
か
め
の
中
を
覗
い

た
り
、
大
皿
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
し
て
、
私
の
夜
の
眠
り
を
妨

げ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
お
宅
の
猫
は
数
匹
の
子
猫
を
引
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き
連
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
魚
を
買
い
求
め
、
柳
の
枝
に
刺
し
て
、

子
猫
を
も
ら
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
詩
で
は

あ
る
が
、
好
ま
し
い
。
千
年
た
っ
て
も
、
読
む
者
は
新
鮮
さ
を
感

じ
る
で
あ
ろ
う
。

四
十
一

 

龍
圖
孫
學
士
覺
、喜
論
文
。
謂
退
之「
淮
西
碑
」、敘
如『
書
』、

銘
如
『
詩
』。

【
訓
読
】

 

龍
図
の
孫
学
士
覚
、
喜こ
の

み
て
文
を
論
ず
。
謂
へ
ら
く
、
退
之
の

「
淮
西
の
碑
」
は
、叙
は
『
書
』
の
如
く
、銘
は
『
詩
』
の
如
し
、と
。

【
語
釈
】

＊
龍
圖
孫
學
士
覺
‥
北
宋
・
孫
覚
の
こ
と
。
北
宋
・
哲
宗
の
と
き
に
龍
図
閣
学
士
と

な
っ
た
。
ち
な
み
に
陳
師
道
は
、
元
祐
年
間
の
初
め
に
、
そ
の
文
と
行
い
と
が

蘇
軾
や
孫
覚
ら
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
州
教
授
の
職
を
得
た
と
い

う
。

＊
退
之
「
淮
西
碑
」‥「
退
之
」
は
、唐
・
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。「
淮
西
碑
」

は
、
正
確
に
は
「
平
淮
西
碑
」
と
い
う
。「
淮
西
」
は
、
淮
河
の
西
方
の
地
。
唐

は
安
史
の
乱
以
後
、
地
方
の
統
治
を
節
度
使
や
観
察
使
な
ど
の
藩
鎮
に
ま
す
ま

す
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
藩
鎮
の
中
に
は
唐
朝
の
意
向
に

逆
ら
い
、
自
ら
の
権
限
・
勢
力
の
拡
大
の
た
め
反
乱
を
起
こ
す
者
も
現
れ
た
。

「
淮
西
」
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。「
平
淮
西
碑
」
は
、
そ
の
地
の
藩
鎮

勢
力
を
抑
圧
し
、
天
下
太
平
を
実
現
し
た
唐
・
憲
宗
の
御
世
を
頌
え
た
も
の
。

韓
愈
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
。「
碑
」
は
、
文
体
の
一
つ
で
、「
序
（
叙
）」

と
「
銘
」
か
ら
成
る
。「
銘
」
は
、
ふ
つ
う
四
言
の
韻
文
で
書
か
れ
る
。

＊『
書
』‥
儒
教
の
経
典
の
一
つ
、『
書
経
』
の
こ
と
。

＊『
詩
』‥
儒
教
の
経
典
の
一
つ
、『
詩
経
』の
こ
と
。『
詩
経
』は
四
言
を
基
調
と
す
る
。

【
通
釈
】

 

龍
図
閣
学
士
の
孫
覚
は
、
文
を
論
じ
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
彼
が

評
し
て
言
う
に
は
、韓
愈
の
「
淮
西
の
碑
」
は
、叙
の
部
分
は
『
書

経
』
の
よ
う
で
あ
り
、銘
の
部
分
は
『
詩
経
』
の
よ
う
で
あ
る
、と
。

四
十
二

 

子
瞻
謂
杜
詩
・
韓
文
・
顏
書
・
左
史
、
皆
集
大
成
者
也
。

【
訓
読
】

 

子
瞻　

謂
へ
ら
く
、
杜
の
詩
、
韓
の
文
、
顔
の
書
、
左
の
史
、

皆
な
集
大
成
な
る
者
な
り
、
と
。

【
語
釈
】

＊
子
瞻
‥
北
宋
・
蘇
軾
の
こ
と
。
子
瞻
は
そ
の
字
。
第
十
一
節
に
も
、
本
節
と
同
様

の
記
述
が
見
え
る
。

＊
杜
詩
‥
唐
・
杜
甫
の
詩
。

＊
韓
文
‥
唐
・
韓
愈
の
文
。

＊
顔
書
‥
唐
・
顔
真
卿
の
書
。
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＊
左
史
‥
戦
国
時
代
・
左
丘
明
の
歴
史
書
、『
春
秋
左
氏
伝
』
を
指
す
。

【
通
釈
】

 
蘇
軾
は
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
言
っ
た
。
杜
甫
の
詩
、
韓
愈
の

文
、
顔
真
卿
の
書
、
左
丘
明
の
史
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
集
大
成
で
あ
る
、
と
。

四
十
三

 

少
游
謂
「
元
和
聖
德
詩
」、
于
韓
文
爲
下
。
與
「
淮
西
碑
」

如
出
兩
手
。
蓋
其
少
作
也
。

【
訓
読
】

 

少
游　

謂
へ
ら
く
、「
元
和
聖
徳
詩
」
は
、
韓
の
文
に
于お

い
て
下

と
為
す
。「
淮
西
の
碑
」
と
両
手
よ
り
出
づ
る
が
如
し
。
蓋
し
其
の

少
作
な
ら
ん
、
と
。

【
語
釈
】

＊
少
游
‥
北
宋
・
秦
観
の
こ
と
。
少
游
は
そ
の
字
。

＊
元
和
聖
徳
詩
‥
唐
・
韓
愈
の
詩
。
一
千
二
十
四
字
か
ら
成
る
四
言
詩
。「
元
和
」
は
、

唐
・
憲
宗
の
年
号
。「
平
淮
西
碑
」
と
同
様
、
藩
鎮
勢
力
の
反
乱
を
平
定
し
て
、

天
下
太
平
を
実
現
し
た
唐
・
憲
宗
の
御
世
を
頌
え
た
も
の
。
こ
こ
で
、「
元
和
聖

徳
詩
」
と
「
平
淮
西
碑
」
と
が
比
較
さ
れ
て
い
る
の
は
、
両
作
品
が
主
題
を
同

じ
く
し
て
い
る
こ
と
と
、
と
も
に
四
言
の
長
篇
か
ら
成
り
、
様
式
面
で
も
共
通

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

＊
如
出
兩
手
‥
そ
れ
ぞ
れ
別
の
手
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
だ
、
の
意
。
同
じ

人
の
作
と
は
思
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
喩
え
る
。

＊
少
作
‥
若
い
頃
の
作
品
。

【
通
釈
】

 

秦
観
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
言
っ
た
。「
元
和
聖
徳
詩
」
は
、
韓

愈
の
詩
文
の
中
で
は
出
来
の
悪
い
部
類
に
属
す
る
。「
淮
西
の
碑
」

と
は
ま
る
で
別
の
手
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
彼
の
若
い
頃
の
作
品
な
の
だ
ろ
う
、
と
。

四
十
四

 

王
夫
人
、
晁
載
之
之
母
也
。
謂
庶
子
功
名
貴
富
、
有
如
韓
魏

公
、
而
未
有
文
事
也﹇

校
一
﹈。

【
校
異
】

校
一
‥「
事
」
は
、
も
と
「
士
」
に
作
る
。
適
園
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

【
訓
読
】

 

王
夫
人
は
晁
載
之
の
母
な
り
。
謂
へ
ら
く
、
庶
子
の
功
名
貴
富

は
、
韓
魏
公
の
如
き
有
る
も
、
而
れ
ど
も
未
だ
文
事
有
ら
ざ
る
な

り
、
と
。

【
語
釈
】

＊
王
夫
人
‥
北
宋
・
晁
載
之
の
母
。「
夫
人
」
は
、
正
妻
を
い
う
。
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＊
晁
載
之
‥
伝
は
未
詳
。
そ
の
名
前
か
ら
、「
蘇
門
の
四
学
士
」
の
一
人
と
さ
れ
る
晁

補
之
の
同
世
代
の
同
族
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
年
二
十
に
満

た
な
い
頃
、
黄
庭
堅
に
そ
の
文
才
を
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
。

＊
庶
子
‥
妾
腹
の
子
。

＊
韓
魏
公
‥
北
宋
・
韓
琦
の
こ
と
。
仁
宗
の
と
き
、
枢
密
副
使
や
中
書
門
下
平
章
事

と
な
り
、
魏
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

＊
未
有
文
事
也
‥「
文
事
」
は
、
文
化
的
な
素
養
。
こ
こ
で
は
、
妾
腹
の
子
供
た
ち
に

は
文
化
的
な
素
養
が
ま
だ
備
わ
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
我
が
子
、
晁
載
之
の
優
秀
さ
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
通
釈
】

 

王
夫
人
は
晁
載
之
の
母
で
あ
る
。
彼
女
が
評
し
て
言
う
に
は
、

妾
腹
の
子
供
た
ち
の
功
名
や
富
貴
な
さ
ま
は
、
ま
る
で
韓
琦
の
よ

う
だ
が
、
文
化
的
な
素
養
が
ま
だ
足
り
な
い
、
と
。

四
十
五

 

退
之
作
記
、
記
其
事
爾
。
今
之
記
乃
論
也
。
少
游
謂
「
醉
翁

亭
記
」
亦
用
賦
體
。

【
訓
読
】

 

退
之
の
記
を
作
る
や
、
其
の
事
を
記
す
の
み
。
今
の
記
は
乃
ち

論
な
り
。
少
游　

謂
へ
ら
く
、「
酔
翁
亭
の
記
」
も
亦
た
賦
の
体
を

用
ふ
、
と
。

【
語
釈
】

＊
退
之
‥
唐
・
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。

＊
記
‥
文
体
の
一
種
。
事
柄
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
述
す
る
も
の
。

＊
論
‥
文
体
の
一
種
。
自
分
の
意
見
を
交
え
て
論
じ
る
も
の
。

＊
醉
翁
亭
記
‥
北
宋
・
欧
陽
脩
の
滁
州
（
安
徽
省
滁
県
）
知
事
時
代
の
作
品
。
酔
翁

亭
と
い
う
名
の
亭
か
ら
の
山
水
の
眺
め
や
、
そ
こ
で
の
宴
会
の
さ
ま
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。

＊
賦
體
‥「
賦
」
は
文
体
の
一
種
で
、事
柄
を
敷
き
並
べ
て
の
べ
る
も
の
。
こ
こ
で
は
、

四
字
句
と
六
字
句
の
対
句
を
多
用
す
る
駢
儷
体
の
賦
を
指
し
て
い
よ
う
。
欧
陽

脩
の
「
酔
翁
亭
記
」
は
、
駢
儷
体
の
賦
に
散
文
の
句
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
な
ど
し

て
改
変
を
加
え
た
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。

【
通
釈
】

 

韓
愈
が
「
記
」
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
事
柄
を
記
す
だ

け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
人
の
「
記
」
は
、
自
分
の
意
見

を
交
え
た
「
論
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
秦
観
が
評
し
て
言

う
に
は
、
欧
陽
脩
の
「
酔
翁
亭
の
記
」
も
ま
た
、（
本
来
の
「
記
」

の
文
体
で
は
な
く
、）「
賦
」
の
文
体
を
用
い
て
い
る
、
と
。

（
次
号
に
続
く
）
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